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早期体験型実験・演習科目としての『機械システム入門セミナ ー 』科目の継続

1.プロジェクトの背景と目的

機械システム工学科では，教育目的の一つである『基

礎学問の知識を応用して，機械システムを設計・開発 ・ 構

築する能力を育成する』ことを目指すため，1年次の前期

から体験型の内容を含んだ科目の一つして「機械システ

ム入門セミナーJを実施し，ものづくりに関する導入教育を

行っている．しかしながら，残念なことに，近年ものづくりの

基礎となる基礎知識の理解が表面的な学生が多く見受

けられるようになり，この科目に続く多くの専門科目の修

学にも影響を与えると考えられるようになってきた．

このような状況を踏まえ，学生自身の経験に基づいた

機械システム ・ ものづくりに対する素養を醸成すること，専

門科目への勉学意欲向上を期することなどから機械シス

テム入門セミナーを実体験しながら基礎知識の理解を深

める内容へとシフトし，早期体験型実験・演習科目へと改

訂するプロジェクトを平成23年度に企画し，以来継続し

て改善に努めている．この成果として，座学中心の内容に

替えて，物理 ・ 工学の基礎に関する実験を導入し，「手を動

かす」複数のテーマを履修するカリキユラムとしてきた．
一方，大学入学直後の履修者群は，その背景知識や技

術にばらつきが大きいため，実験・演習科目の実施に長い

時間を要する傾向がある．また，ものづくりの基礎となる物

理現象を「直感的」に「正しく」理解するためには，現象を

精度良く測定し，綿密な分析をする必要があるので，さら

に長い時聞が必要になる．しかしながら，機械システム入

門セミナーでは，履修者を8名程度の小グループに分け，

ーテーマを2コマから4コマ程度で実施する方式を採用

しているため，このような実習のための時間を十分に設け

ることは難しく，実験・演習の体験を通じて目的とする単

元を「直感的」に「正しくJ理解する上での厳しい制約とな

っていた．

そこで，本年度は限られた時間内で行う実験 ・ 演習を通

じたものづくりについての理解向上を目的とし，機械シス

テム入門セミナーの中での実験 ・ 演習おける測定の精度

を効率的に向上させる対策を導入することを中心に機械

システム入門セミナーの改善に取り組むこととした．

テーマ毎にボトルネックは異なるため，以下ではまず科

目について簡単に紹介し，取り組みについて代表的なもの

を報告することとする．
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2.機械システム入門セミナー 改善プロジェクト

以前のプロジェクト

従来の「機械システム入門セミナーJは

ゴーカート ・ エンジンの分解組み立て（4コマ）

ロボットの分解組み立て（2コマ）

セミナー（6コマ）

の構成で，体験型の要素は含まれるものの，半数（6コマ）

は座学中心の講義形式であった．

体験型機械・物理実験

平成23年度より「機械システム入門セミナーjをより体

験型でかつ基礎知識の習得及び想像力の育成に寄与で

きる内容を目指して改訂を行うプロジェクトを行ってきた．

具体的には，座学中心だった6コマ分に次のような体験

型の機械・物理実験科目および創成型演習科目を導入

した．

測定の基礎(Iコマ）

平均・誤差・標準偏差・有効数字の概念

力と運動（2コマ，前後編構成）

運動の三法則を含めた力学基礎の確認

摩擦と仕事(Iコマ）

摩擦と仕事に関する実験

熱とエネルギー（ 1コマ）

熱とエネルギーに関する体験

創成型演習

ストロータワー(Iコマ）

ストロータワーの高さ×張り出し量×座屈荷重を競う

これらの改訂は体験型の実習を通して，機械工学で基

礎となる知識をより深く理解し，実現象と理論との対比を

明確に理解できる学生の育成に向けたものである．

本年度の取り組み

前節にも述べたようにこれらのテーマは多く時間と手間

のかかるものであり，入学機会の複数化などに伴う学生

多様化が進む現状では，学生によってはややもすると本

来の学習目標である直感的な理解に到達できず，単なる

作業となる危慎がある．そこで，これまでの改訂を通じて得

られた成果をより強固にし，また学生のばらつきに対応し

ながら，本来の目的であるものづくり ・ 機械システムに関

連深い現象を正確に理解できるようにするため，特に実






